
活
力
の
あ
る
社
会
、 

誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
は 

職
場
の
男
女
平
等
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
か
ら

25
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。 

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
、 

募
集
や
採
用
、
給
与
や
昇
給
・
昇
格
な
ど
に
お
い
て 

ま
だ
ま
だ
不
平
等
な
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。 

「
女
性
と
仕
事
」
を
取
り
巻
く
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら 

課
題
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。 

2

女性と仕事～その現状とこれからを考え
る

女
性
の
給
与
は
男
性
の
約
７
割 

　

男
性
の
一
般
労
働
者
（
常
用
労
働
者
の
う

ち
短
時
間
労
働
者
以
外
の
者
）
の
平
均
給
与

を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
女
性
の
平
均
給
与
は

69
・
３
で
、
男
性
の
約
７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の
の
依
然
大
き
な
格
差
が

み
ら
れ
ま
す
（
デ
ー
タ
１
）。

　

さ
ら
に
、
現
役
時
代
の
賃
金
格
差
は
高
齢
期

の
女
性
の
貧
困
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
70
～
74

歳
の
女
性
の
貧
困
率
は
26
・
６
％
（
男
性
17
・

３
％
）
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
平
成
19
年
）。

短
い
勤
続
年
数
、

　
　

少
な
い
管
理
職 　

　

男
女
の
給
与
格
差
が
生
じ
る
一
番
の
要
因
は

勤
続
年
数
や
役
職
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

女
性
の
勤
続
年
数
は
年
々
延
び
て
い
ま
す
が
、

10
年
以
上
勤
め
る
女
性
は
32
・
６
％
で
あ
る
の

に
対
し
男
性
50
・
２
％
、
20
年
以
上
で
は
女
性

12
・
１
％
、
男
性
26
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
デ
ー
タ
２
）。

　

一
方
、
女
性
の
管
理
職
は
係
長
相
当
で
13
・

７
％
、課
長
相
当
で
７
・
０
％
、部
長
相
当
で
４
・ 

２
％
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す（
デ
ー

タ
３
）。
積
極
的
な
女
性
の
活
用
を
進
め
て
い

く
と
同
時
に
、
女
性
も
昇
進
や
教
育
訓
練
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

100％ 80 60 40 20 0

出典／厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（各年度）

昭和60年

3.3

0 年

平成２年

平成 7年

平成12年

平成17年

平成22年

100％20 40 60 800

3～4 年 10～14 年 20～24 年 30年以上
1～2年 5～9年 15～19 年 25～29 年

女性 男性

3.2 5.6
8.8 9.811.7 21.3 15.3 20.9 13.7 11.8 18.1 12.411.7 6.99.0

6.1
10.2

平成元 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22
出典／厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（各年度）

2

4

6

8

10

12

14

16
(%)

4.2

7.0

13.7

1.3
2.0

4.6

民間企業の部長相当
民間企業の課長相当
民間企業の係長相当

75

70

65

60

55

22201816141210864平成 2
出典／厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（各年度）

一般労働者
一般労働者のうち正社員・正職員

69.3

60.2

72.1

特
集

データ1　男性を100とした場合の女性の給与の指数の推移データ2　勤続年数別一般労働者の構成割合の推移（性別）

データ3　役職別管理職に占める女性割合の推移


